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この度は、青森県県土整備部優良工事表彰「県土整備部⾧表
彰」という栄誉ある賞を賜り、誠にありがとうございます。

また、本工事竣工にあたりまして、ご指導いただいた監督職員
の皆様をはじめ、ご協力いただいた協力会社、施設管理者、並び
に施設利用者の皆様に対し、心より感謝申し上げます。

本工事の取組を評価して頂いたことを励みとし、弊社の社是で
もある「住良郷土創造」のもと、さらなる地域発展に貢献できる
よう精進してまいります。

今後とも皆様のご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げ
ます。

代表取締役社⾧
鹿 内 雄 二

主任技術者
對 馬 匠

新青森県総合運動公園舗装補修工事

青森市大字宮田地内

對馬 匠

令和7年6月27日～令和8年1月12日

舗装補修 L=1,169 m
ICT舗装工 1式

88点

工藤 正興

泉田 真

東青県土整備事務所

今 優樹

令和7年11月20日

株式会社鹿内組

69,014,000円

本工事は、新青森県総合運動公園内園路の舗装補修を目的として、老朽舗装の打換え、破損した縁石・側溝等の入れ替えを
行う工事である。

当現場の施工においては、運動公園内の大会スケジュールの調整、公園利用者の安全を最優先として工事を進める必要が
あった。そのため、受注者は関連機関との緊密な打合せを踏まえ、資機材の安全運行経路を計画し、運動公園内の大会スケ
ジュールを全て把握して、協力会社との調整を行いながら、円滑に苦情もなく工事を完成させている。

舗装工事では、表層１層目を3D-MCアスファルトフィニッシャを使用し、自動制御による出来形の精度向上に努めた。また、
舗設材として中温化合材を採用し、製造温度を11℃下げて出荷することにより、製造時の燃料消費量を削減させ、CO2低減を
実現することができた。

以上、「工事等に関し新技術や新工法の活用、省力化等の創意工夫に努め、生産性向上に特に顕著な成果をあげたもの」に
該当することから、青森県県土整備部優良工事に推薦するものである。

【着工前】 【完 成】

三次元起工測量

ICT施工

拡 大
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